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気管支拡張症：悩ましい隠れた気道疾患
-難治性喘息との関係を含めて-
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気管支拡張症：悩ましい隠れた気道疾患
-難治性喘息との関係を含めて-

気管支拡張症は慢性の好中球性気道炎症、気道クリアランス障害、気道感染、気道構造の破
壊が相互に複雑に影響しあい、形態学的に気管支が拡張する疾患である。咳・喀痰症状を伴
い、時に気道感染の増悪、肺炎、血痰や喀血を呈する。末梢気道病変も伴いやすく、進行例
では呼吸不全を呈する。種々の病因で生じる症候群的疾患であり、特発性や感染後、先天性
異常（原発性線毛機能不全・嚢胞性線維症など）、免疫不全状態で生じる他、関節リウマ
チ・潰瘍性大腸炎などの全身性炎症性疾患や、COPD、喘息にも併存し、併存疾患の難治化に
関わる。従ってCOPDや喘息と気管支拡張症が合併した場合、適切な病態理解と管理が求めら
れる。特に好酸球性炎症が主体の重症喘息に気管支拡張症が出現した例では、生物学的製剤
の導入で経口ステロド薬（OCS）からの離脱を図り、気道クリアランスの改善に努め、好中
球性炎症の管理を平行して行う。本Webinarでは、気管支拡張症の病態と病因などを概説し、
気管支拡張症合併難治性喘息の病態と管理について提言したい。
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